
 

                           
 

平成 18年 6月 28日 

 

各  位 

 

会 社 名 東 新 住 建 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 深川 堅治 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード１７５４） 

問合せ先  

役職・氏名 取締役経営推進本部長 飯野 磨 

電 話 ０５８７－２３－００１１ 

 

平成１８年６月期通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 平成１８年６月期(平成17年7月1日～平成18年6月30日)の業績予想につきまして、平成18年2月24日

付当社「平成18年6月期中間決算短信（連結）」および同日付当社「平成18年6月期個別中間財務諸表

の概要」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 
記 

 
１．平成１８年６月期通期連結業績予想数値の修正（平成 17 年 7月 1日～平成 18 年 6月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ９０,４４３ ３,６１８ １,６５５ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ９０,７４０ １,０１３ △１６０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ２９７ △２,６０５ △１,８１５ 

増 減 率            （％） ０．３％ △７２．０％ － 

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年 6 月期） 

７２,２２７ ２,５１８ １,３２８ 

 
２．平成１８年６月期通期個別業績予想数値の修正（平成 17 年 7月 1日～平成 18 年 6月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ８４,５６６ ３,３９７ １,５５８ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ８４,１１６ １,２６１ ２００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △４５０ △２,１３６ △１,３５８ 

増 減 率            （％） △０．５％ △６２．９％ △８７．２％ 

（ご参考） 
前期実績（平成 17 年 6 月期） 

６８,２５７ ２,２１１ １,１５３ 



 

３．修正の理由 

（連結） 

売上高につきましては、個別では前回予想を下回る見通しでありますが、首都圏における連結子

会社の販売が好調に推移した為、ほぼ計画通りの見通しであります。 

売上総利益につきましては、分譲不動産販売事業において、都市部を中心とした地価の上昇およ

び同業他社との仕入競争の激化による土地原価の上昇に対応した販売政策を実施いたしましたが、

結果として販売価格の見直しを迫られ、計画上の売上総利益を確保することができませんでした。

また販売費及び一般管理費につきましては販売競争が厳しさを増し広告宣伝費が増加したこと、今

後の業容拡大に向けた営業所・展示場の新規出店を加速したことによる先行投資費用が増加したこ

と等の要因により、計画より大幅に増加する見通しであります。以上の要因により、経常利益は前

回予想を大幅に下回る見通しであります。 

当期純利益につきましては、固定資産の減損会計の適用による減損損失が当初見通しを上回った

こと、連結子会社においての赤字幅が計画より拡大したことにより、当期純損失となる見通しであ

ります。 

 

（個別） 

主な修正理由につきましては、連結に記載の通りでありますが、詳細は次の通りであります。 

売上高につきましては、ほぼ計画通りに推移いたしましたが、同業他社との販売競争が激しさを

増したことにより、前回予想を下回る見通しであります。 

売上総利益につきましては、分譲不動産販売事業において、都市部を中心とした地価の上昇およ

び同業他社との仕入競争の激化による土地原価の上昇に対応した販売政策を実施いたしましたが、

結果として販売価格の見直しを迫られ、計画上の売上総利益を確保することができませんでした。

また販売費及び一般管理費につきましては販売競争が厳しさを増し広告宣伝費が増加したこと、今

後の業容拡大に向けた営業所の新規出店を加速したことによる先行投資費用が増加したこと等の

要因により、計画より大幅に増加する見通しであります。以上の要因により、経常利益は前回予想

を大幅に下回る見通しであります。 

当期純利益につきましては、固定資産の減損会計の適用による減損損失が当初見通しを上回った

こと等により、前回予想を大幅に下回る見通しであります。 

 

   

 

 

以  上 

 


